
令和８年６月

観光庁 国際観光部 国際観光課

基礎研修に関する情報提供に関して

資料４第２回「全国通訳案内士の研修の高度化等に向けた検討会」



研修内容の情報提供について

○前回検討会でも複数委員から意見が上がったように、現状では各団体が研修でどのような内容を
扱っているかを網羅的に把握するのが困難であるところ。
○一方で、過去の調査では通訳案内士側も研修に対して様々なニーズを抱えていることが窺える。
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実地研修 (n=1,802)

富裕層に対する対応方法について (n=1,286)

効率的な仕事の獲得方法について (n=1,235)

危機管理・対応について (n=1,150)

宗教・嗜好について (n=978)

オーバーツーリズム・サステナビリティについて (n=805)

接客・マナーについて (n=724)

国際観光の市場動向について (n=629)

旅館・ホテル等に関する情報について (n=617)

プレゼンテーションについて (n=585)

ツアー造成について (n=555)

アドベンチャーツーリズムについて (n=487)

SDGｓについて (n=423)

その他 (n=118)

特になし (n=680)

(n=4,294)

◆今後受講したい研修分野についてお答えください。（複数回答）

上記の現状を踏まえて、観光庁が主体となって、各団体の研修を整理し、情報提供していくことでど
うか。
まずは、今回の議論で扱う基礎研修について扱うのはどうか。

論点 【出典】令和3年度 通訳案内士に対するアンケート調査（観光庁）

（％）



研修内容の情報提供について

○今回の議論の土台とすべく、事前に事務局にて以下の様式を作成し、今回の委員の方々の団体に
作成いただいたところ。

上記以外に、情報提供することで受講者に役立つ項目などはあるか。

論点
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